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REWindow: 車窓からPOIを再現するユーザインタフェース
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概要. 本研究では，車の乗客が 車窓から通り過ぎた風景情報を巻き戻して再生し，その風景に含まれて
いる Point of Interests（POI）を指定するための,ユーザインタフェース，REWindowを提案する．これ
まで，アーバンインフォマティクスの分野では，車内から乗客の POI取得をサポートする手法が研究され
てきたが，既存研究では，通り過ぎた POIの指定を想定していない．本稿では，レバーの回内・回外転操
作によって，車窓に設置した映像表示機構から通り過ぎた過去の POIを指定するプロトタイプを実装した．
レバー操作の操作性を評価するために被験者 10名を対象にユーザビリティ評価を屋内環境で実施した．そ
の結果，主観的満足度は，5段階尺度で 3.7と，レバーと画像を利用した操作はユーザの満足度が高い傾向
が見られた．

1 はじめに
我々が都市の中で移動する際には，POIとしての

商用施設や建築物に興味を持つ．その際に，既存の
ナビに登録されていないが個人的に気に入ったPOI
を指定することで，SNSや決済サービス，情報サイ
トとの連携ができる．これを実現するために，車内
から興味対象の POIを指定する手法が研究されて
きた．Rumelin等 [1]や松村等 [2]による研究では，
指差しを用いた POIの指定手法を提案している．
しかし，これらの手法では，通りすぎた対象を指
定することができない．対象が通り過ぎて見えなく
なった後でも，POIを指定できることが望ましい．
そこで本研究では，風景情報の巻き戻し再生とPOI
の指定及び利用を可能にするユーザインタフェース：
REWindowを提案する．
また，本稿では，レバーによって巻き戻し再生を実
現するプロトタイプの実装を，屋内環境で行った。
この操作を評価するために，被験者 10名に対して
アンケート調査を行った．

2 REWindow

REWindowは，車の乗客が，風景情報を容易に
巻き戻して再生し，POIを指定することを目的にし
たシステムである．関連研究では，リアルタイムで
POIを指定する手法が提案されてきた．しかし，車
で移動する場合には，周囲の環境が即座に変化し，
POIの指定を確実に行うことは難しい．そのために，
過去の風景情報の閲覧と POIを指定する機能が必
要である．よって，本システムの機能要件は以下の
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通りである．
1. 車内での過去の風景情報の閲覧
2. POIの指定

2.1 車内での過去の風景情報の閲覧
従来のナビゲータでのタッチパネルやボタンによ

る操作は，画面の小ささや操作の手順の多さから容
易ではない．そこで，REWindowでは，直感的な
巻き戻し操作を実現するために，ジェスチャセンサ
と物理的なレバーによる操作を用いる．また，車窓
風景を見ながら，操作画面を確認するために，透過
型 LCDディスプレイを車窓に設置する．

2.2 POIの指定
過去のPOIの指定を，巻き戻した画像内にある対

象の箇所を指差すことで実現する．ポインティング
をジェスチャセンサで検知し，画像内における対象
の位置と，指差した方向を取得する．そして，GPS
でその画像が撮られた推定位置のデータと紐付けて
POIの座標を指定する．

3 プロトタイプの実装
本章では，REWindowプロトタイプの実装内容

と利用手順を述べる．

3.1 実装
本システムは，機能要件の過去の風景情報の閲覧

を実現するために，図 1のモジュール構成で実装さ
れた．開発は Processing とArduinoで行った．カ
メラ入力モジュールでは，webカメラで擬似的に撮
影した風景映像を PCに取り込み，画像バッファモ
ジュールにストレージした．ローカル環境で実装し
たため，その処理速度を維持するように，過去 100
フレームをストレージする設定にした．レバー操作
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入力・イベント判定モジュールでは，レバーに取り
付けた可変抵抗器の値を取得する．風景情報の閲覧
を可能にする表示画像生成モジュールでは，ディス
プレイ画面の中に操作画面を表示した．

図 1. システム構成図

3.2 利用手順
車窓に見立てたディスプレイに，車窓風景の映像

を流しておく．ディスプレイの横に座っているユー
ザは，映像を見ながら，興味のある対象物を探す．
対象物が通り過ぎた後にレバーを左に回すと，ディ
スプレイ画面の隅に操作画面が表示され，画像を確
認しながら巻き戻し再生することができる．

4 評価
本章では，本論文で提案するREWindowプロト

タイプのユーザビリティを評価し，結果を考察する．

4.1 実験
実験は，実験に関する説明，システムの利用を 1

人 10回，アンケート記入の三段階で行った．被験
者は，18から 25歳の学生の 10名で，機材は図 2の
通りに配置した．アンケートでは，ユーザビリティ
を示す，学習しやすさ，記憶しやすさ，主観的満足
度の 3つの指標に関して尋ねた [3]．

4.2 結果・考察
表 1のアンケート結果から，各ユーザビリティの

指標に関して考察する．被験者は，概ねシステムを

図 2. 機材配置図

簡単な説明で満足度の高い利用ができていた.表 1の
Q2，Q3の回答の平均値は，それぞれ，3.7，4.13で
あり，システムは学習しやすく，記憶しやすい傾向
だった．主観的満足度を尋ねる設問の平均値は 3.75
であり，平均より高く，システムの満足度がやや高
めであることが分かった．Q3，Q4の各設問の平均
値は 4.13であり，レバーと画像を利用した操作は，
使いやすい傾向が見られた．

表 1. アンケート結果
設問. システムの利用について 平均値 (尺度 1 から 5)

Q1. イライラしましたか？ 3.75

Q2. 操作の習得は簡単でしたか？ 3.70

Q3. レバーを使った操作は分かり易かったですか？ 4.13

Q4. 画像を使った操作確認は分かり易かったですか？ 4.13

5 むすび
本稿では，車に乗車しているユーザが，通り過ぎ

た風景情報を車窓上で閲覧し，POI を指定できる
ユーザインタフェース，REWindow を提案し，レ
バー操作を用いたプロトタイプを実装した．また，
システムのユーザビリティを評価するために，屋内
環境において実験を行った．今後は，実験データを
活かして車内実験を実施する予定である．
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